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独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

⼤深度⼩型無⼈探査機「ABISMO」実海域試験結果につい
て（速報）

〜⽔深9,707mの潜航に成功〜

1. 概要

海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤 康宏）は、⼤深度⼩型無⼈探査機
（「ABISMO」︓Automatic Bottom Inspection and Sampling
Mobile）の開発を進めておりますが、このたび伊⾖・⼩笠原海溝最深部
である⽔深約9,760mの海域における試験潜航で潜航深度9,707mを達
成しました。⽇本において1万m級の探査能⼒を持つ無⼈探査機を開発
したのは当機構の無⼈探査機「かいこう」（※1、平成15年5⽉にビーク
ル部分が漂流、平成11年7⽉に10,900mまで潜航）以来で、現時点では
世界で最も深くまで潜航できる探査機となります。

2. ⼤深度⼩型無⼈探査機「ABISMO」について

当機構では、新規有⽤⽣物の発⾒が期待される世界最深部の⽣命圏の
理解、これまで困難であった世界最深部における海底地殻変動の把握等
をめざし、⽔深11,000mの⼤深度下で調査観測等が可能な海底探査機の
開発、⾼機能化を図ることを⽬的に⼤深度⼩型無⼈探査機「ABISMO」
（写真1〜3、仕様は別紙参照）の開発を進めており、これまで、陸上・
浅深度での試験を実施してきました。

「ABISMO」は「かいこう」と同様にランチャー部とビークル部から
構成され、着揚収システムならびに⼀次ケーブル等は、既存の「かいこ
う」のシステムを使⽤しておりますが、ランチャー部とビークル部は新
規に開発・建造を⾏いました。

ランチャーは、海⾯と海底間を潜降・浮上する間、ビークルと採泥器
を内部に収納し、海底近傍で、ビークルを離脱し調査を⾏います。ま
た、ランチャーは「かいれい」船上の装置とビークルの間の中継器とし
ての機能も有しています。ビークルは、全⻑160mの⼆次ケーブルでラ
ンチャーと繋がれており、将来的にはこのケーブルの⻑さの範囲で、搭
載されたTVカメラによって海底⾯の調査等を⾏うことも想定されます。
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また、「ABISMO」は、⼤深度での海底の堆積物をコア状に採泥
（1m程度）ができることが特徴であり、従来「かいこう」で⾏ってき
た海底表⾯付近の採泥に⽐べ、極限環境下での新たな微⽣物等の発⾒が
期待されています。

3. 試験内容

今回、「ABISMO」の⼤深度での潜航を確認するため、伊⾖・⼩笠原
海溝最深部である⽔深約9,760ｍの海域における試験潜航を実施しまし
た。

期⽇︓ 平成19年12⽉4⽇〜12⽉10⽇
場所︓ 伊⾖・⼩笠原海溝（北緯29度09分、東経142度49分、

図1）
試験内容︓ 潜航試験、着・揚収試験、海底堆積物サンプリング試験
試験結果︓

平成19年12⽉9⽇に伊⾖・⼩笠原海溝最深部である⽔深約
9,760mの海域において潜航深度9,707mを記録しました。
なお、今回の試験ではビークルはランチャーから分離させて
いません。
※⽶国ウッズホール海洋研究所では、世界最深部（⽔深約
11,000m）に潜航可能な無⼈機を開発中ですが、⼤深度での
実証試験情報は不明。
「ABISMO」に搭載されたコアサンプラー※２により深海底
（⽔深9,760m）の堆積物の採取に成功しました（写真3）。

４．今後の予定

今後も「ABISMO」の改良を進め、平成20年度には、世界最深部であ
るマリアナ海溝チャレンジャー海淵（⽔深約11,000m）における潜航試
験を実施する予定です。

また、当機構で国家基幹技術「次世代深海探査技術」として研究開発
を進めている⼤⽔深における観測機器設置などの精密、重作業を⽬的と
した無⼈探査機の要素技術の実海域試験にも「ABISMO」を活⽤する予
定です。

無⼈探査機「かいこう」
1万m級無⼈探査機「かいこう」は、1995年3⽉にマリアナ海溝チャレ
ンジャー海淵で⽔深10,911.4mに潜航し、続く1996年2⽉にマリアナ
海溝（⽔深10,898m）にて、世界で初めて10,000m以深の海底から深
海微⽣物を含む海底堆積物（泥）の採取に成功しました。しかし、
2003年5⽉に四国沖で2次ケーブルの破断事故によりビーグルを失いま



※2

した。現在は、代替機として、7000m級細径光ファイバー式無⼈探査
機「UROV7K」を改造して「かいこう」ランチャーと⼀体化し、「かい
こう7000」とし、さらに機能向上を重ねて無⼈探査機「かいこう
7000II」として運⽤しています。「かいこう7000II」は、最⼤潜航深
度7,000mまで潜航、調査することができ、この潜航深度は、現在世界
トップクラスを誇ります。

コアサンプラー
⾦属製のパイプを落下させることにより海底に突き刺し堆積物である泥
や砂を採取する装置。今回「ABISMO」に搭載したのは、全⻑約1mの
もの。

図1 試験海域



図2 「ABISMO」システム構成図

写真1 「ABISMO」外観



写真2 「ABISMO」の⺟船「かいれい」への揚収⾵景

写真3 伊⾖⼩笠原海溝⽔深9,760ｍで採取された海底堆積物

別紙

ABISMOの仕様

1) ビークル
（1）型式︓ オープンフレーム構造
（2）⼨法︓ ⻑さ約 1.3 m × 幅約0.9 m × ⾼さ約1.1 m
（3）重量︓ 空中重量概略300 kg，⽔中100 kg
（4）推進器︓ スラスタ（前後横⽅向400 W︓2基、上下⽅

向400 W︓2基）



クローラ（前後⽅向400 W︓2基）
（5）映像装置︓ NTSC⽅式カラー×1 ch

2） ランチャー
（1）型式︓ オープンフレーム構造
（2）⼨法︓ ⻑さ約2.7 m×幅約2.2 m×⾼さ約2.8 m
（3）重量︓ ⽔中重量約2000ｋg
（4）推進器︓ スラスタ（前後⽅向1kW︓2基）
（5）作業装置︓ グラビティコアサンプラー×1基
（6）映像装置︓ NTSC⽅式カラー×2 ch 将来的にHDTV⽅式

カラー×1ch搭載可能

お問い合わせ先:
（⼤深度⼩型無⼈機「ABISMO」について）

海洋⼯学センター 先端技術研究プログラム
⾼性能無⼈探査機技術研究グループ
サブリーダー ⼤澤 弘敬 046-867-9384

（報道について）
経営企画室
報道室⻑ ⼤嶋 真司 046-867-9193


